






オープンスクエア

東日本大震災の発災から５年が経過し、今年度から復興・創生期間に入ったことを機に、現在、被災地で進む
「新しい東北」の実現に向けた取組について、大きな貢献をされている個人及び団体を顕彰することにより、こうし
た個人・団体の活動を広く情報発信するとともに、被災地内外への普及・展開を促進することを目指し、「新しい
東北」復興・創生顕彰及び「新しい東北」復興功績顕彰を実施しました。本日は選定された20名・団体の皆様
を顕彰します。

「新しい東北」復興・創生顕彰等 顕彰式 13:00-14:00

○「新しい東北」復興・創生顕彰（個人部門）

○募集部門
①「新しい東北」復興・創生顕彰（個人部門及び団体部門）
（特に直近１年間の活動を顕彰するもの）
②「新しい東北」復興功績顕彰
（集中復興期間５年間の活動を顕彰するもの） ○選定結果

・「新しい東北」復興・創生顕彰（個人部門）３件
・「新しい東北」復興・創生顕彰（団体部門）７件
・「新しい東北」復興功績顕彰 10件

寺崎 幸季 氏
（岩手県立釜石高等学校３年）
寺崎氏の発案により、アーティスト日比野克彦氏等幅広い方々の協力を
得て、仮設住宅に愛着を育むため仮設住宅の壁をマグネットアートで彩
る取り組みを実施。
平成27年9月に開始し、全国の企業や学生の協力を得ながら取組を進め
る。平成28年3月には、地域の交流拠点である釜石PITでお笑い芸人や歌
手も集めたイベントを開催。

小松 洋介 氏
（特定非営利活動法人アスヘノキボウ代表理事）
地域のトライセクターリーダーとして、「ひとづくり」と「産業活性
化」に取り組む。コワーキングスペースを立ち上げ、町民の集いの場の
創設や創業支援に取り組む。
※トライセクターリーダー・・・行政（公共）、民間、非営利組織のセ
クター（領域）の垣根を越えて活躍する人材。

渡辺 正 氏
（合同会社かわうち屋職務執行者）
観光協会の特産品開発担当として、地域資源（そば）を活かした新商品
（発泡酒）を開発し、首都圏等での販路開拓に尽力。また、商工会の商
業施設準備室長として、平成28年３月には複合商業施設「YO-TASHI」
をオープンさせ、施設長に就任。帰村のための施設づくり、交流人口拡
大に取り組んでいる。

○「新しい東北」復興・創生顕彰（団体部門）

特定非営利活動法人wiz

岩手県内外の学生が地元企業経営者とともに地域課題解決に取り組む
「実践型インターンシップ」のモデルを構築。また、首都圏でのU・I
ターン希望者のコミュニティの構築なども行い、岩手で主体的に活動す
る若者のためのネットワークを構築。

一般社団法人マルゴト陸前高田

中心市街地を失った陸前高田を再生させるため、交流人口拡大に向けて、
「ここだけの学び」をテーマに、復興の現状や市民の姿を見ていただく、
民泊形式での教育ツーリズムを実施。平成28年に開始し、これまでに企
業、大学、高校など700名を超える方々を受け入れ。

一般社団法人フィッシャーマン・ジャパン

漁業を「カッコよくて、稼げて、革新的」な新３K産業に変え、様々な能
力をもつフィッシャーマンを増やすために立ち上がった団体。地域の
様々な団体と連携した担い手育成事業をはじめ、IT事業者と連携した
ネット販売や、消費者との交流イベント等、多角的に活動を進める。

株式会社小高ワーカーズベース

帰還住民の暮らしを支えるビジネスの創出を目指し、コワーキングス
ペースの運営からスタート。平成26年12月に食堂開設、平成27年９月
に商店開設など、住民の暮らしを支えるインフラ整備も行い、住民帰還
に大きく貢献。

３

○募集結果 （平成28年11月14日～12月13日 公募）
・復興・創生顕彰 174件（個人部門29件、団体部門145件）
・復興功績顕彰 109件









15:45-16:15

17:00-17:45懇親会（参加無料）
各企画のご登壇者や事業者の方をはじめとする来場者の皆様との、交流の場を設けております。当日は
「新しい東北」情報発信事業の採択事業である「東北風土マラソン＆フェスティバル」の「ランメシ」
各種をご提供させていただきます。ぜひご参加ください。

取組発表 Support Our Kids
～東日本大震災被災児童自立支援プロジェクト Support Our Kidsの活動と成果～

16:20-16:50

海外へのホームステイや異文化交流を通し、将来の復興を担っていく子どもたちの自立の後押しをす
る「Support Our Kids」。ホームステイに参加した学生が、ホームステイで感じたことや、帰国後に
立ち上げた復興プロジェクト「HABATAKI」について発表します。

発表者

清澤 環 氏
（社会人）

阿部 日向子 氏
（大学生）

留学先での交流の様子

帰国後の発表の様子

取組発表
復興支援インターン

東日本大震災で被災した企業で大学生が職業体験を実施する「復興支援インターン」に訪れた名古屋
学芸大学の学生からの提案をきっかけに、受入先となった石巻の株式会社ヤマトミ、介護食事業を手
がける森永乳業株式会社が協力して、宮城県産魚を使用した新たな商品開発が行われました。
商品開発に携わった皆さんの発表を通じ、被災地での新たな取組についてご紹介します。

発表者

森永乳業株式会社 研究本部 健康栄養科学研究所長 武田 安弘 氏
株式会社ヤマトミ 代表取締役 千葉 雅俊 氏

常務取締役 千葉 尚之 氏
名古屋学芸大学 管理栄養学部 管理栄養学科３年 神村 美帆 氏

管理栄養学科３年 河野 呼春 氏

７

ランメシとは？

① 走る喜び、元気のもとになりえる美味しさ
② ランナーが走りぬける日本の豊かな風土の中で

つちかわれた自然な味わい
③ ランナーの補給食としてふさわしい栄養分

をすべて兼ね備えた東北の食品・飲料が「ランメシ」です。

小金澤 彩 氏
（大学生）



7階 スタジオシアター

震災と意志についてー復興のあとに残すものー
＜みやぎ連携復興センターとの共同企画＞

わたしたちは、あの「つながり」や「分かち合い」を持ち続けていくことができるのだろうか？
震災復興の過程で、地域では自分たちの意志により、周囲との「つながり」や「分かち合い」を大切にし、
自分たちのできる範囲で、さまざまな取組が生まれました。
本企画では、地域で多彩な活躍をされているゲストを迎えて、震災後の活動や今後の展望を聴き、震災後の
意志のはたらきと、既存の仕組みにとらわれない新たな活動の起こし方について迫ります。さらに、今後の
活動の継続や展開に向けて、「復興のあとに残すもの」について考えていきます。

14:45-16:45

【プロフィール】
農家 なとり農と自然のがっこう主宰。
1979年宮城県名取市下余田地区生まれ、同地区在住。
環境保全や有機農業、食育NPOなどで活躍するセリ、ミョウガタケ、エダマメが主力品目の伝統
野菜を栽培するCSAヲタク農家。とある就労継続支援事業Ｂ型事業所の丁稚奉公として農作業や
有機八百屋運営などにも携わる。
震災後は自主的に放射線の検査を行い、安心・安全な農作物を提供するための努力を続けている。
地域の料理人とともに生み出したせり鍋は仙台の冬の名物となっている。

【プロフィール】
NPO法人ウィメンズアイ事務局長 かもしか文庫主宰。
震災後、災害ボランティアを機に、NPO法人ウィメンズアイの立ち上げに参加。登米市へ移住。
これまで南三陸町を中心に「テクテクめぐる縁がわアート」や「ひころマルシェ」など地域の
人びととイベントを企画運営してきた。現在、同町内に女性たちがやりがいをもって働けるパ
ン・菓子工房を立ち上げるための資金をクラウドファンディングにて募集中。
2015年より町の本好きたちが集まり「みなみさんりくブックス」という本にまつわる活動を展
開している。
パン好き、天敵はカメムシ。

三浦 隆弘 氏
登壇者

栗林 美知子 氏

【プロフィール】
一般社団法人GrannyRideto代表 つれづれ団団長。
1982年宮城県仙台市生まれ。
利府駅前のコワーキングスペース「tsumiki」の企画運営や仙台市青葉区春日町にあるシェアオ
フィス「THE６」のディレクションに携わる。
東北に約390名の団員がいる東北をおもしろくする活動体「つれづれ団」の団長としても活躍中。
震災後、祖母・まさこと二人暮らしの自宅にて友人たちとの奇妙な共同生活を行っていた。
口癖は「常に心にユーモアを」。

桃生 和成 氏
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市内別会場 TKPガーデンシティ仙台勾当台 ホール1･2

東北インバウンド・コラボレーション相談会

東北のインバウンドの連携事例を紹介するセミナーや、東北各地域の観光事業者によるプレゼンテーション、
地域外のインバウンド事業者と地域の観光事業者をつなぐ商談会を開催します。

12:00-16:00




